第３回笠岡市創生総合戦略懇談会議事要点録
○　日　　時：平成２７年８月３日（月）１４：００～１７：００
○　場　　所：中央公民館　４階集会室
○　出席委員：１３名（欠席２名：宇野委員，遠藤委員）
大嶋会長，佐藤副会長，生熊委員，大村委員，国本委員，蔵本委員，
小林委員，津田委員，鳴本委員，長谷川委員，原田委員，東山委員，
三谷委員
○　職　　員：三島市長，天野副市長，浅野教育長，岡本政策部長，赤迫危機管理部長，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹井総務部長，塩飽市民生活部長，藤井健康福祉部長，田中建設産業部長，
　　　　　　　三縞上下水道部長，城戸会計管理者，三宅市民病院管理局長，
福尾教育部長

　　　　　 事務局（定住促進センター：黒田所長，森山主査
企画政策課：水田課長，茂見係長，村上）
○　内　　容：下記のとおり

１　交替委員紹介
　今回から交替した生熊委員を紹介した。

２　議　題
（１）「笠岡市人口ビジョン」について
笠岡市の人口の現状分析と将来展望を記載した「笠岡市人口ビジョン」について説明。４つのケースのうちどのケースを笠岡市の人口ビジョンとしていくのか決定を委ねた。
＜意見の要旨＞

委員：国が2060年に１億人の人口を目指すために出生率を1.8に設定しているが，増田寛也氏によると達成は難しいとのこと。ケース２で設定の1.9はさらに厳しい数値になると思う。現実的な数値と希望的な数値，どちらを掲げるのが良いか分からないが，市の選択を尊重したい。
市長：出生率1.9はアンケート調査による市内の若い世代の希望数値であり，それに合うような施策をやっていかなければならないと考えている。
委員：現実の出生率1.34がなぜ希望する1.9になっていないのか理由を探り，それに対する施策を強力に推し進める必要がある。
委員：懇談会の場で１つのケースに決めてしまうことに責任は伴わないのだろうか。
委員：行政が責任を取るべき。希望を基にビジョンを作っていては，政策が追いつかないのではないか。
委員：行政としてはどの数値であれば責任を取れると考えているか。
副市長：笠岡市としてはまず婚姻率を１割上昇させることを考えている。そして，出生率については，国もアンケート調査結果の希望数値により設定している。そうした考えを基に設定したものであり，達成するための施策について書かれている総合戦略とは切っても切れない縁があるものである。
政策部長：人口ビジョンは笠岡市が将来的に消滅しないために，どういう数値を設定していけばよいか検討を行っているもの。そして，人口ビジョンに掲げた数値を達成するためにどういった施策を打っていくのかが総合戦略である。
委員：現在は転出超過の状態がずっと続いているが，社会動態が０になった後に増加するという状態は，どういった施策によって達成できるのか。
事務局：定住促進センター設置以降，転出超過部分を減らす施策を実施してきたことにより，実際減らしている。これを更に充実させるのも１つの手であるし，総合戦略でもっと大胆な施策を展開することで社会動態０を達成しようとするもの。
委員：平成21年のセンター設置以降，ある程度の効果は見られるが，確実に減ってきているとは言えないのではないか。もっと大胆な企業誘致や産業の振興等が底辺にないといけない。
副市長：定住促進に取組む前後６年間ずつを比較すると，年100人弱程度の効果が出ている。０にするのは厳しく，本来なら10年程度はかかるが，これはビジョンすなわち展望であるから，短縮した５年間で達成しようという目標を立てようとしている。それを達成するための施策については，市からも案をお示しするが，この会議での皆様方からの貴重なご提案を期待しているところである。
委員：笠岡市が存続する人口は何人だと考えているか。
市長：その議論をしていただくのがこの場であると考える。笠岡市は消滅しない，という気持ちを持って臨んでいく。
　　⇒ケース②でいくことを決定。
（２）「笠岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略」について
　　パブリックコメントによる案の修正等について説明。
＜意見の要旨＞

委員：保育料について再考する必要がある。また，結婚後の生活を楽しめるような取組をやっていくべき。
委員：全体的にもう少し目標数値を高くした方が良いのではないか。
副市長：委員のご意見により，第３子以降の経済的支援の充実を第２子に変更している。これは子育てに関するすべてに共通する思想と考えている。また，定住促進に取り組んで６年間，顕著な効果が出ていないのは事実。これを受け，更に高みを目指していこうとしているのがビジョンである。
委員：人口増には産業振興が大事であり，その柱として企業誘致，地元中小企業振興，観光振興の３つがある。観光について，広域で連携して協働でＰＲしていくべき。また，製造業の企業を誘致することによって莫大な税収が見込める。
建設産業部長：観光について，笠岡諸島とべいふぁーむの花をメインの観光資源として取組を進めており，広域で連携して進めていくことも考えている。製造業の企業誘致は最も重視していること。今は民有地をターゲットに，来ていただくためのハードルを下げる取組を進めている。
委員：岡山県所有の工業団地が売れていない理由を分析してほしい。また，市役所の中に企業誘致を専門に行うセクションを作るべき。
委員：観光客の目標数値が少ない。また，この場は懇談会であり，決定する会議ではない。いろいろな意見をまとめる必要はなく，意見を言っていけば良いと思う。
建設産業部長：観光客の目標数値については再度検討する。
委員：市内事業所就業者数について，現状値と目標値が同じなのはなぜか。
建設産業部長：減り続けている就業者数を５年間で維持するという考えである。
委員：では企業誘致は何のためにするのか。就業者数を増やすためではないのか。
副市長：人口ビジョンで先程ご検討いただいたケース２の例では，今後生産年齢人口が2,000人減少している。そうした中，この市内事業所就業者数をどう考えればよいか。人口ビジョンとの関係も念頭において見ていただければと考える。
委員：人口を増やす１番大きな策が企業誘致である。それを前面に推し進める施策が重要と考える。
委員：私は国の1.8という出生率は高いと考える。人口がいくらくらいだったら市として生き残っていけるのか，シミュレーションして納得させてほしい。
（３）その他

　　次回の開催予定を通知。

